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○
青
少
年
に
有
害
な
図
書
等
の
指
定  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
八
〇
・
こ
ど
も
課
）　
一

○
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
八
一
・
土
地
対
策
課
）　
二

○
道
路
の
供
用
開
始  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
八
二
・
道　

路　

課
）　
三

○　
　
　

〃　
　
　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
八
三
・　
　

〃　
　

）　
三

○
佐
賀
県
地
域
総
合
整
備
資
金
の
償
還
金
に
係
る
徴
収
事
務
の
委
託  
�
（
八
四
・
市
町
村
課
）　
三

�
�
�
�
�
�
�

○
平
成
二
十
一
年
度
警
備
員
検
定
の
実
施
の
変
更　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
公　

告
）　
四

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

��

��
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

佐
賀
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
佐
賀
県
条
例
第
二
十
四
号
）
第
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青
少
年
に
有
害
な
図
書
等
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
　
　

指定理由雑誌コード等製作発行所等題　　　　　名指定番号種類

　著しく青少年の
性的感情を刺激し、
又は著しく青少年
の粗暴性若しくは
残虐性を誘発し、
若しくは助長し、
その健全な育成を
阻害するおそれが
ある。

０３７７７－４㈱ワニマガジン社COMIC 華漫　４月号２０－２２３雑誌

１３７０１－４㈱ぶんか社コミックまぁるまん　４月号２０－２２４〃

１８１１７－４㈱一水社本当にあったみだらな話　４月号２０－２２５〃

１８１２３－４ミリオン出版㈱人妻本当にあった浮気話　４月号２０－２２６〃

１３７８７－４富士美出版㈱ペンギンセレブ　４月号２０－２２７〃

０３３２７－０４若生出版㈱グラギャル ＤＥＥＰ【ディープ】　４月号２０－２２８〃

０８５１４－０４
○L －２００９．４／１６KKベストセラーズBOMBER SUPERLADY　vol．１５

［月刊］メルフレボンバー２００９年４月号増刊２０－２２９〃

１５４３１－０４㈱コアマガジンスーパー写真塾　４月号２０－２３０〃

０６４８１－０４曙出版㈱ＤＶＤ　ＤＯＫＡＮ　４月号２０－２３１〃
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土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条

の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
　
　

一　

起
業
者
の
名
称　
　
　

み
や
き
町

二　

事
業
の
種
類　
　
　
　

み
や
き
町
文
化
財
研
究
資
料
室
整
備
事
業

三　

起
業
地　
　

　

�　

収
用
の
部
分　

佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
大
字
市
武
字
一
本
松
地
内　
　

　

�　

使
用
の
部
分　

な
し

四　

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

　

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す

る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

�　

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　

み
や
き
町
文
化
財
研
究
資
料
室
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法

第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎
、
工
場
、

研
究
所
、
試
験
所
そ
の
他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る

事
業
に
該
当
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
。

　

�　

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　

本
件
事
業
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
三
条
の

規
定
等
に
基
づ
き
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
、
み
や
き
町
が
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
町
が
一
般
会
計
等
に
よ
り
既
に
財
源
措
置
等
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
件
事
業
を
施
行
す
る
権
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
。

　

�　

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　
　

ア　

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

　

本
件
事
業
は
、
同
町
内
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
等
を
調
査
研
究
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
た
資
料
・
情
報
等
の
成
果
に
つ
い
て
教
育
普
及
・
展
示
活
動
等
を
行
う
一
元
化
さ

れ
た
施
設
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
研
究
や
教
育
の
充
実
及
び
文

化
観
光
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
同
町
に
お
い
て
は
、
平
成
十
七
年
三
月
の
三
町
合
併
を
契
機
に
、
み
や
き

町
総
合
計
画
に
お
い
て
、
歴
史
・
伝
統
文
化
の
保
存
・
活
用
を
重
点
施
策
と
し
て
掲

げ
て
お
り
、
出
土
遺
物
に
限
ら
ず
、
西
島
城
跡
や
綾
部
神
社
等
の
周
辺
の
歴
史
文
化

施
設
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
文
化
財
の
活
用
推
進
や
住
民
の
郷
土
に
対
す
る
意
識

（
郷
土
愛
）
を
育
む
啓
蒙
活
動
の
普
及
等
に
も
資
す
る
、
高
度
の
蓋
然
性
が
認
め
ら

れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度

存
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

イ　

失
わ
れ
る
利
益

　

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
及
び
佐
賀
県

環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
一
年
佐
賀
県
条
例
第
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
環
境
影

響
評
価
の
対
象
事
業
と
は
さ
れ
て
い
な
く
、
本
件
施
設
の
性
格
上
、
悪
臭
・
騒
音
等

生
じ
る
施
設
で
は
な
い
が
、
起
業
者
が
任
意
に
よ
る
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
希
少
動

植
物
は
な
く
、
事
業
の
施
行
に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
は
軽
微
な
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
起
業
地
内
に
遺
跡
分
布
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
影
響
は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

　
　

ウ　

代
替
案
と
の
比
較

　

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
位
置
、
交
通
の
利
便
性
、
事
業
費
等
を
考
慮
し
て
選
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道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

路 

線 

名

県
道

七
山
唐
津
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

唐
津
市
半
田
字
川
頭
三
五
一
九
番
一
地
先
か
ら

唐
津
市
半
田
字
天
神
元
三
二
五
三
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
一
・
三
・
一
三

定
し
た
三
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
社
会
的
観
点
及
び
経
済
的
観
点
か
ら
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
、
交
通
の
利
便
性
や
立
地
条
件
等
が
よ
い
本
件
起
業
地
が
最
も
優
れ

た
も
の
と
し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
選
定
は
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ

る
利
益
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
し
、

事
業
計
画
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
り
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

�　

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　
　

ア　

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

　

本
件
事
業
の
完
成
は
、
同
町
の
将
来
像
に
沿
っ
た
街
づ
く
り
の
先
導
的
役
割
を
担

う
重
点
施
策
で
あ
り
、
早
期
に
本
件
事
業
を
施
行
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
か
ら
早
期
実
現
を
求
め
る
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　

イ　

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

　

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
に
よ
り
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五　

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所　

　
　

み
や
き
町
役
場　

財
政
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
四
月

十
三
日
ま
で
佐
賀
県
交
通
政
策
部
道
路
課
及
び
伊
万
里
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
　
　

路 

線 

名

県
道

黒
川
松
島
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

伊
万
里
市
木
須
町
字
宮
ノ
前
三
七
六
四
番
地
先
か
ら

伊
万
里
市
松
島
町
字
搦
七
七
〇
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
一
・
三
・
一
四

　

そ
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
四
月

十
三
日
ま
で
佐
賀
県
交
通
政
策
部
道
路
課
及
び
唐
津
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
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に
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
貸
し
付
け
る
佐
賀
県
地
域
総
合
整
備
資
金
の
償
還
金
に
係
る
徴

収
の
事
務
を
次
の
者
に
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
　
　

受
託
者
の
名
称

及
び
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
五
番
六
号

理
事
長　

嶋
津　

昭

��

��
�
�

�

　
平
成
２１
年
１
月
２１
日
付
け
で
公
告
し
た
平
成
２１
年
度
警
備
員
検
定
の
実
施
の
一
部
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
　
平
成
２１
年
３
月
１３
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
県
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
山
　
　
口
　
　
久
　
美
　
子

変
　
　
更
　
　
後

変
　
　
更
　
　
前

２
　
検
定
試
験
の
日
時
及
び
場
所
 

�
　
日
時

　
平
成
２１
年
４
月
２１
日
（
火
曜
日
）
９
時
か

ら
１７
時
ま
で

�
　
場
所

　
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
（
佐
賀
市
兵
庫
町
大

字
藤
木
１００６

番
地
１
）

２
　
検
定
試
験
の
日
時
及
び
場
所

�
　
日
時

　
平
成
２１
年
４
月
２１
日
（
火
曜
日
）　
８
時
３０

分
か
ら
１６
時
３０
分
ま
で

�
　
場
所

　
ユ
ー
ス
ピ
ア
さ
が
（
佐
賀
市
大
和
町
大
字

久
池
井
３２２７

番
地
）

　
（
参
考
）
変
更
後
の
内
容

１
　
検
定
の
種
別
及
び
級
の
区
分

　
　
雑
踏
警
備
業
務
２
級

２
　
検
定
試
験
の
日
時
及
び
場
所

　
�
　
日
時

　
　
　
平
成
２１
年
４
月
２１
日
（
火
曜
日
）
９
時
か
ら
１７
時
ま
で

　
�
　
場
所

　
　
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
（
佐
賀
市
兵
庫
町
大
字
藤
木
１００６

番
地
１
）

３
　
検
定
試
験
の
内
容

　
�
　
学
科
試
験

ア
　
警
備
業
務
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

イ
　
法
令
に
関
す
る
こ
と
。

ウ
　
雑
踏
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

エ
　
人
の
雑
踏
す
る
場
所
に
お
け
る
負
傷
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急

の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

　
�
　
実
技
試
験

ア
　
雑
踏
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

イ
　
人
の
雑
踏
す
る
場
所
に
お
け
る
負
傷
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急

の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

４
　
受
検
資
格

　
　
佐
賀
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
佐
賀
県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員

５
　
受
検
定
員

　
　
３０
人
（
先
着
順
と
す
る
。）

６
　
検
定
申
請
手
続

　
�
　
検
定
申
請
書
の
受
付
期
間

　
平
成
２１
年
３
月
１２
日
（
木
曜
日
）
か
ら
平
成
２１
年
３
月
１９
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
８

時
３０
分
か
ら
１７
時
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。）

　
�
　
検
定
申
請
書
の
提
出
先

　
住
所
地
又
は
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課
又
は
生
活
安
全

・
刑
事
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�
　
提
出
書
類
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ア
　
検
定
申
請
書
　
１
通

イ
　
申
請
者
の
住
所
地
を
疎
明
す
る
書
面
又
は
申
請
者
が
佐
賀
県
内
の
営
業
所
に
属
す

る
警
備
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
営
業
所
に
属
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
　
１

通

ウ
　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦

の
長
さ
３
．
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
２
．
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ

の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）　
２
枚

　
�
　
受
検
票
の
持
参

　
検
定
申
請
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
受
検
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
定

の
当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
時
に
申
請
者
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
者
の
運
転
免
許
証

の
写
し
等
住
所
、
氏
名
を
確
認
で
き
る
資
料
及
び
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

７
　
検
定
の
手
数
料
等

�
　
検
定
の
手
数
料
は
、
１３
,０００
円
で
す
。

�
　
手
数
料
は
、
検
定
申
請
書
の
提
出
時
に
佐
賀
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

�
　
 手
数
料
は
、
検
定
申
請
書
受
付
後
は
、
申
請
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
検
定
試
験
を

受
け
な
か
っ
た
場
合
で
も
返
還
し
ま
せ
ん
。

８
　
そ
の
他

　
検
定
に
際
し
て
は
、
筆
記
用
具
、
印
鑑
及
び
実
技
試
験
時
に
館
内
で
使
用
す
る
運
動
靴

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

９
　
問
い
合
わ
せ
先

　
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
佐
賀
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
（
電
話
番
号
０９５２

－
２４
－

１１１１
　
内
線
３０３３

又
は
３０３４

）
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